
芦 屋 の 里 浜 づ く り
第 7 回 実 行 委 員 会

１．「芦屋の里浜づくり」について

２．芦屋の里浜育成活動について

３ 植樹の呼びかけ３．植樹の呼びかけ

４．飛砂調査

５．今後の予定について

開催日時：平成27年12月16日 19：00～

場 所 ：芦屋町役場３階３１会議室
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１．「芦屋の里浜づくり」について

～背景と目的～

～背景～
芦屋港の建設以降、港の西側
部分には広大な砂浜が広がり
はじめ、以前は歩いてすぐにた
どりつくことができた水際まで
の距離が100ｍを越えるとこ

浜が肥大化した
航空写真の距離が100ｍを越えるとこ

ろも見られる。また、堆積し
た砂が背後地へ飛び、問題を
引き起こしている。

～目的～
こうした背景を踏まえ、Ｈ18年度～Ｈ19年度の２年間にわたり『芦
屋の里浜づくりワークショップ』を開催し、芦屋海岸の理想の里浜像に
ついて話し合った。以後、かつての風光明媚な海岸であった芦屋海岸を
思い出し、自分たちの海岸という認識で「里浜づくり」に取り組んで行
くことになった。
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１．「芦屋の里浜づくり」について

～里浜づくりの取り組み～

3
芦屋の里浜育成活動について



１．「芦屋の里浜づくり」について

～経緯～

１．現況の地形（砂浜の形状）を生かしたグランドデザインとする。

２．人工構造物ではない、松林や植栽による飛砂対策とし、子や孫の代ま
で長く造り育てることで、地域の財産となる松林を目指す。

３ 上記を達成するために 地域住民だけではない広い範囲で「呼びか

【Ｈ１８年～１９年度にかけてワークショップを計６回開催】

３．上記を達成するために、地域住民だけではない広い範囲で「呼びか
け」（一般市民の参加）を行う。

ワークショップで作り上げた里浜全体像 4



１．「芦屋の里浜づくり」について

～経緯～
技術検討会とは・・・

目的
芦屋の里浜を実現するために飛砂対策としての松林の造成等に関する技術的
課題について検討を行うことが目的である。

内容
技術検討会は4回開催され、芦屋海岸に松林を形成するために必要な施工方
法など技術的課題を検討し、整備計画が承認された。

実行委員会とは・・・

目的
松林を含めた砂浜を地域の恒久的な財産として、広く市民と行政の協働によ
り長期的に“育て”“守り”“活用”する方法を検討することが目的である。

内容

実行委員会は、これまでに6回開催され、里浜づくりにおける地域住民の公
共事業への参加を議論した。第6回実行委員会を経て、住民参加による植樹
を実施している。

第 7 回 実 行 委 員 会 に つ い て

内容

これまでの技術検討会で創り上げた整備計画を基に、前年度より緑地整備に
本格着手した。第7回実行委員会では、植樹活動の住民参加の呼びかけを行い、
また、将来的に松林を管理育成、利用する方策・組織づくりについて検討を
行う。
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１．「芦屋の里浜づくり」について

～全体計画～

90cm

120cm

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇○〇〇
〇〇〇北九州県土整備事務所

Ｈ26年度 7,500本
Ｈ27年度 約5,000本（予定）

２工区
植樹本数 全体本数 約23,000本

40年先 約 640本

6プール 駐車場

駐車場

海水浴場90cm

看板イメージ

１工区

３工区
多目的広場4500ｍ2
60m×150m（ビーチバレーコート約10面）



１．「芦屋の里浜づくり」について

～芦屋の里浜づくり 植樹状況（平成27年3月7日）～

参加者：約400人、植樹本数：約3,000本
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１．「芦屋の里浜づくり」について

～芦屋の里浜づくり 植樹状況（平成27年3月7日）～

8



１．「芦屋の里浜づくり」について

～芦屋の里浜づくり 育成状況～

個別シート観察記録

（月）

計測結果（ｍ） 樹高 注）　異常や変化等の箇所を「引き出し」で示す。

天気：　晴 気温：　２0℃ 観察マツ写真

余　白

マツＮo Ⅰ－②－Ａ－13 平成27年10月5日

0.75

3月（植樹）：0.5m

9

チェック項目

①観察するマツの異常の有無

異常無 異常有 ）

②前回調査時(植付け時）からの変化

変化無 変化有 ）

③周辺のマツの状況

枯れていない 枯れている （本数： 本 マツＮｏ： ）

④周辺の靜砂垣の状況

異常無 異常有 ）

⑤異常が見られる時の④の原因等

原因等

⑥その他（葉の変色・害虫発生有無・生育地盤の新色・変化や異常等）

（箇所・状態：

（状態：

（状態：

（状態：

2015/10/3 Ⅰ－⑥

2015/6/6 Ⅰ－⑥

10月：0.75m



１．「芦屋の里浜づくり」について

～芦屋の里浜づくり 育成状況～

枯れた本数
Ⅰ－②：1本（10/5撤去）
Ⅰ－③：1本（10/5撤去）
Ⅰ－⑥：2本（6/6撤去）

要観察
Ⅰ－③：1本（幹折）

Ⅰ－③

Ⅰ－②
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枯れてないマツの本数：７，４９６本

観察対象：７，５００本

枯れない確率
９９.９５％

枯れたマツは
合計：4本

Ⅰ－⑥



１．「芦屋の里浜づくり」について

～芦屋の里浜づくり 育成状況 試験施工箇所～
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① Ｈ24.6
（観察記録）
樹高：約50cm

0.3
0.49 0.51 0.53 0.52 0.51 0.57 0.63 0.61 0.61 0.63 0.66 0.82 0.82 0.83 0.85 0.85 0.84

1.08

0.0

0.5

1.0

1.5
全区間平均値樹高（m）

測定したマツの平均樹高

4月～６月 4月～６月 4月～６月
成長

成長成長

１年目 3年目 4年目

4月～６月
成長

③ Ｈ27.10
（観察記録）
樹高：約110cm

② Ｈ25.7
（観察記録）
樹高：約60cm

平成24年3月に植樹



２．芦屋の里浜育成活動

他の地域の活動事例

活動場所 団体名 日 内容

事例① 虹の松原
虹の松原保護対策協議会
※ＫＡＮＮＥが窓口

10/4 虹の松原清掃活動

事例② 虹の松原 虹のいちろく会 11/5 幼稚園松葉カキ交

12

事例② 虹の松原 虹のいちろく会 11/5 幼稚園松葉カキ交
流会

虹の松原清掃活動 幼稚園松葉カキ交流会



２．芦屋の里浜育成活動

～他の地域の活動事例① 虹の松原 虹の松原保護対策協議会～
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２．芦屋の里浜育成活動

～他の地域の活動事例② 虹の松原 虹のいちろく会～
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２．芦屋の里浜育成活動

どちらのマツ林が芦屋の里浜にふさわしいと思いますか？
手入れしない場合（左）は、うっそうとなり、景観・防犯
上良くありません。

なにも手入れしない場合 手入れした場合

白砂青松（右）を目指すなら皆様の協力が必要です！！

15参考：虹の松原、http://www.env.go.jp/nature/satoyama/satonavi/method/pd f/2503.pdf



２．芦屋の里浜育成活動

～活動メニュー～

他の事例やこれまでの委員会の結果を踏まえた、芦屋の里浜育成活
動メニューを示す。

主に“住民”にお願い
したいこと

主に“行政”が行うこと
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・ゴミ拾い
・松葉がき
・見回り
・クロマツの補植
・定期的なイベント など

ビーチバレー
ビーチサッカー
砂像展

・間伐
・下枝剪定
・施設の整備・補修
・薬剤散布（松くい虫・毛虫）

・マルチングの撤去
・アキグミの除伐
・成長不良木の除去 など



２．芦屋の里浜育成活動

～イベント例（芦屋町 砂像展）～
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２．芦屋の里浜育成活動

～イベント例（別府市 ポートフェスタ） ～
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ビーチバレー

ビーチフラッグポスター：特定非営利活動法人 日本ビーチ文化振興協会 HPより



２．芦屋の里浜育成活動

～イベント例（唐津市 昆虫・植物・きのこ探し） ～

19NPO法人KANNE HPより



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

三里松原
防風保安林保全
対策協議会※

さつき松原
管理運営
協議会※

２．芦屋の里浜育成活動

～他の活動事例～ ※参考：福岡県 平成25年度森林づくり活動公募事業の概要、その他関連ＨＰより

松枝拾い
清掃活動

松葉がき清掃活動
植 樹

（年間通じて見回り活動）

（エリア毎に里親を定めて年間を通じて環境美化活動）
植 樹

はかた
夢松原の会※
（NPO法人）

虹の松原保護対
策協議会および
ＫＡＮＮＥ

虹のいちろく会

今津松原を
守る会

美の松露
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植 樹松葉がき
（年間を通じて様々な啓発活動や美化活動）

間伐枝打

清掃活動
植 樹

※活動時期は、年によって異なります各種イベント清掃活動 植 樹 間伐枝打 松葉がき

松葉がき

松葉がき
植 樹

松葉がき

松葉がき

きのこ観察会

きのこ観察会・かんねまつりなど
植 樹



２．芦屋の里浜育成活動

活動を行っている団体の成り立ち
これらの団体あるいは他の団体に
おいても市民が白砂青松の松原に
したいとの気持ちから発足した例
が多い。①美の松露

Ｈ22年3月に5名で発会する。会員数10人※でＮＰＯ法人化を目指
している。（※福岡市ＮＰＯボランティア交流センターあすみん：http://www.fnvc.jp/）

②虹のいちろく会
高齢者大学唐津校ＯＢ 発会する 会員数31人※である
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③今津松原を守る会
Ｈ18年4月に設立する。
組織：役員4人、会計監事2人、実行委員（各町より6人）、市（西
区地域支援課・林政課・文化財）、公民館長

④はかた夢松原の会
1987年、主婦を中心とした20名で発足させ、市民の手による松原
の実現を呼びかけることにした※。現在ＮＰＯ法人である。
（※http://www.suntory.co.jp/sfnd/prize_cca/detail/1993ko1.html）

高齢者大学唐津校ＯＢで発会する。会員数31人※である。
（※ＫＡＮＮＥホームページ：http://www.karatsucity.com/~kanne/pine_field/topicslist.cgi?no=8）



２．芦屋の里浜育成活動

～さつき松原の活動事例～

育成活動の協力者

ボランティア・ＮＰＯ、教育機関（小中学校など）、民間団体（地場企業・
各種団体など）、地域住民

アダプト･プログラム（公共施設等を｢養子｣とみなして、手入
れする）の導入により、区分けしたさつき松原をエリア毎に里

22

さつき松原管理運営協議会
構成団体：宗像市、地元コミュニティ、さつき松原保存会（中心となり

活動）、むなかた「水と緑の会」、宗像観光協会

オブザーバー（管理者である国（福岡森林管理署））

管理等に関する協定

協働で実施
れする）の導入により、区分けしたさつき松原をエリア毎に里
親（地元自治会、コミュニティ、企業等）を定めて、環境美化
活動を行なう。

芦屋でも必要



２．芦屋の里浜育成活動

～芦屋の里浜の例～

育成活動の協力者

地域住民、ボランティア団体、教育機関（小中学校など）、
民間団体（地場企業・各種団体など）

協働で実施 アダプトプログラム等
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（仮称）あしや里浜づくり協議会
構成例 ：浜崎区、幸町区、白浜区、芦屋町４校ＰＴＡ、ＮＰＯ法人玄海ラ

イフセービングクラブ、芦屋町商工会 青年部、芦屋町砂像連盟、

芦屋町観光協会、遠賀漁業協同組合、（仮称）あしや松原
保存会など・・・

行政（福岡県と芦屋町）

協力・支援

協働で実施 アダプトプログラム等



２．芦屋の里浜育成活動

～さつき松原保存会の成り立ち～

経緯
地元（玄海町）の人が中心となり、『住民がマツを守
る』という強い気持ちで保存会を立ち上げた。さつき松
原保存会は、任意団体として活動している。

24

発足時期
平成8年くらい。

発足人数
20人くらいであり、一般の人（自営業・農業・漁業な
ど）である。



２．芦屋の里浜育成活動

活動を助成する制度など

①福岡県港湾協会①福岡県港湾協会
港湾事業推進の一環として、港湾地域周辺における環境の保全及び港湾へ
の理解を深めるため事業が対象である。
内容：港湾愛護推進団体等への物品支援、啓発パンフレット・チラシの作

製、配布等に対する支援、清掃活動に対する支援(清掃用品等)

④（公社）国土緑化推進機構（緑の募金）

③（一財）日本緑化センター（宝くじ松配布事業）

②福岡県農林水産部（福岡県森林づくり活動公募事業）

25※平成27年度時点の助成制度です。

②福岡県農林水産部（福岡県森林づくり活動公募事業）
森林の整備・保全、里山保全・森林環境教育などが対象である。
事例：三里松原防風保安林保全対策協議会など

などがある。

④（公社）国土緑化推進機構（緑の募金）
国内または海外で行う森林整備及び緑化推進の活動など（一般事業など）

③（一財）日本緑化センター（宝くじ松配布事業）
マツの保護育成技術の普及啓発と宝くじの宣伝を行うとともに、マツ枯れ
により失われた緑地の復旧をする。
事例：福岡県芦屋町（鶴松保安林）



・開催日時 ：平成28年3月12日（土）14：00～（少雨決行）

（受付 13：30～）

・植栽本数 ：１人5本～10本（1,500～3,000本）

・参加者目標：３００人

・開催日時 ：平成28年3月12日（土）14：00～（少雨決行）

（受付 13：30～）

・植栽本数 ：１人5本～10本（1,500～3,000本）

・参加者目標：３００人

３．植樹の呼びかけ

植樹の予定案

２工区

植栽本数 １人5本 10本（1,500 3,000本）

※たくさんの小中学生の参加を目指す！

※主催者側でレクリエーション傷害保険に加入

植栽本数 １人5本 10本（1,500 3,000本）

※たくさんの小中学生の参加を目指す！

※主催者側でレクリエーション傷害保険に加入
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１工区

３工区



18人, 
13% 知人からの紹介

問2今回の植樹はどこで知りましたか？

３．植樹の呼びかけ

平成27年3月7日（土）植樹後にアンケートを実施した結果

問2 植樹をどこで知
りましたか（複数回
答）～

知人からの紹介 38％

54人, 
38%

42人, 
29%

29人, 
20%

13% 知人からの紹介

芦屋町広報

芦屋町回覧

芦屋町や福岡県

のホームページ
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知人からの紹介：38％
芦屋町広報 ：29％
芦屋町回覧 ：20％

芦屋町や実行
委員の協力が
必要不可欠



３．植樹の呼びかけ

植樹の呼びかけ方法（案）

知人からの紹介

芦屋町の広報に折込み配布、記事掲載

28

町内回覧

ホームページに掲載

町役場、県土整備事務所に申込書を配置

小中学校の卒業記念植樹・総合学習に利用



３．植樹の呼びかけ

～植樹までの流れ～

第7回実行委員会27/12/16

一 般 募 集
1/15 実行委員会関係者による

呼びかけ

29
植 樹28/3/12（予定）

2/26〆切

参加者とりまとめ・植樹の準備

・町広報誌“広報あしや”

1/15（折込）

2/15（記事掲載）に予定

・町内回覧

・県・町ホームページ掲載

・教育関係

・環境保全・ボランティア団体

・観光・商工関係

・近隣企業

・ご近所つながり など

関係者の皆さまの“つながり”を活用した
多方面への声掛けをお願いします！



３．植樹の呼びかけ
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～植樹の手順～

下のような状態にしています。
①ポット苗が入る程度の穴を掘る。
②ポットからマツを取り出しポットの土が
着いた状態でマツを入れる。

③土を入れる。

３．植樹の呼びかけ
①穴を掘る 竹支柱

②マツを
入れる

31

④竹支柱にマツを固定し、完成

③土を
入れる

竹支柱

固定箇所→

竹支柱

保護シート

④マツを竹
支柱に固定



30cm

３．植樹の呼びかけ

～ネームプレート～

32設置イメージ 設置イメージ

20
cm

結束
バンド
で固定



４．飛砂調査

飛砂調査は、平成25年度より行っている。
今年度も同様の箇所で12月、1月、2月に行う。

～飛砂調査のお知らせ～

ご協力をお願
い致します。
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４．飛砂調査

12月末、1月末、2月末における3回の計量の平均値を示す。

～平成26年度の飛砂調査の結果～

捕砂量（ｇ/ｍ2）

5
10
20

捕砂量（ｇ/ｍ2）

0.0 - 5.0
5.1 - 10.0
10.1 - 15.0
15.1 - 20.0
20.1 - 30.0
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20.1 - 30.0
30.1 - 40.0
40.1 - 50.0
50.1 - 60.0
60.1 - 70.0
70.1 - 80.0

以上80.1



５．今後の予定

【工事】
27年 11月～ 基盤整備・ 静砂垣設置など
28年 ３月頃 クロマツ植樹
28年 11月～ 基盤整備 静砂垣設置など
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28年 11月～ 基盤整備・ 静砂垣設置など
29年 ３月頃 クロマツ植樹
29年 10月～ 散策路・ボードウォーク設置など

【実行委員会】
２8年 第8回実行委員会 開催予定



おわり
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おわり


